
パネルディスカッション

（官民一体となった保存と活用を考える）

地方のインフラは誰が守っていくのか

～軍艦島の三次元計測を通して学んだこと～

松田浩

長崎大学大学院工学研究科教授
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インフラa，命化センター ｜ 
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 協封針縦為ム官邸叫~u~っ山

工学部重点研究センター構想

』国璽層調覇
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」 －
地方のインフラは躍が守っていくのか

～軍艦島の30計測を通して学んだこと～
IF翠河ヌF軍規圏

道路、河川、港湾、電気、カス、水道なとのインフラ構造物
の長寿命化に関する研究を行うとともに、地方自治体等への
技術支援・協働活動ならひに学生の教育支援を行う。また、
インフラ構造物の長寿命化の研究拠点、を形成する。

（平成18年11月センター設立教綬会示認、平成19年1月規約等承認）
長崎大学大学院工学研究科

構造工学コース
インフラ長寿命化センター

ヘ 子..,;・. －~片 手主干J t; .ハーチ寸ノレなセ

，ク← 7亭，るカ ご t1.を有効吉岡） 外出I守金等を沼

i与しで 二上目的右士学：；mセンターとして陪従させたい
松田浩センター長

インフラ鎗持管理のイノベーション

｜ 祉会インフラをとりまく扶況 ｜ 

H20隼鹿x・利拳司歯科拳銭術銀関岡董’E

“再生人材創出処慮の量~·

『観光ナガザキを支える“遭守”聾戚ユ＝ツト』

~ 

∞ 

・老栢傭iま20年後に約4倍増
・按術者lま20年後に約2割減
・維持費用は20年後に約6割埠....._ 

安全性の確保
授術者の需給GAP 

コストの抑制

4’ インフラ舗拘嘗彊のイノベーションが不可欠

・・にお付a島根’h銭術システ』•llぴ
.が聞の人”・・出システAの.....

”20・21・g・土禽・・・・・－寓・a・・
『難事的存値値金視野計調遣によるヨンクリート．遭舗の

マルチスケール惨商法の回’』

寸．ι”28・27Q・土嚢a・・・・・－・・・・.
『先司直的計調遣を周いた効率的・’Eコスト＊

踊しい・..慎手撞の園錆』
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～地域を元気にする3つのポイント～

・地縁力を活かす→資源を活かす、人を活かす

4砂連撹・協．

4’仕組を作る

ー＋産学官民連揚、地楊連機

－＋モデルシステムの運用・改普

一人ひとりの祉会’加が地域を良〈する
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継続 性発展性 ｜ 


